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令和7年2月時点で各校１名の
推進員の配置は概ね達成さ
れた。次年度以降の地域学校
協働活動の実施に向けて、連
絡調整や体制整備の確立を
図ることとしており、地域学校
協働活動の推進や定着が重
要である。

各校１名の推進員の配置を継続し、地域学
校協働活動の推進を図るため、地域学校
協働活動として実施する事業を各校１件以
上実施できるよう推進員を始め、学校や地
域関係者に活動の周知を図るよう努める。

地域学校協働活動を市内32校すべてで実
施するため、地域等と学校のコーディネー
ター役を担う地域学校協働活動推進員を全
校配置を目指した。令和５年度時点で市内
20校で配置していたところから令和7年2月
時点では市内31校で推進員を配置し、連絡
調整や体制整備の確立を図っている。

地域学校協働活動が進んでい
ない地域や学校区等では、実施
に向けて、引き続き連絡調整や
体制を整えていく。すでに地域
学校協働活動を実施した地域
はさらなる推進を図る。

地域学校協働活動と
して実施した学校数 11 校 12 19

04　本年度の
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た

3年目となり、それぞれの学校や地域の
実情に応じた様々な地域学校協働活動
が実施された。
地域学校協働活動が進んでいない地域
や学校区等では、引き続き連絡調整や体
制を整えていく必要がある。

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式
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